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一
、
本
書
の
構
成

　
中
澤
信
幸
著

『中
近
世
日
本
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
研
究
』
の
章
立
て
は
、

左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
凡
例

　
　
序
　
章
　
日
本
に
お
け
る
韻
書
受
容
史

　
　
第

一
章
　
中
世
の
法
華
経
字
音
学
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
実
態

　
　
第
二
章
　
法
華
経
字
音
学
に
お
け
る

『古
今
韻
会
挙
要
』
の
受
容
に
つ

　
　
　

い
て

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

　
実
用

第
八
章

法

華
経

字
音

学

に
お

け
る
伝

統
音

と
韻

書

の
実
際

法

華
経

字
音

学

に
お

け

る

『韻
鏡

』

の
扱

い
に

つ
い
て

日
遠

の
声

調
と
清

濁
卓

立
表

示

に

つ

い
て

日
遠

『法
華

経
随

音
句

」

に
お

け
る

「
呉
音

」

「
漢
音

」

「
転

図
字

書

」

の
発
生

と
盛

典

　
　
『韻
鏡
研
究
』
に
お
け
る
理
論
と

「磨
光
韻
鏡
』
と

『磨
光
韻
鏡
字
庫
』

　
　

第
九

章

　
近

世

に
流

布

し

た

「
広
韻

』

に

つ

い
て
　

　
「沢
存
堂
本
」
流
布

　
　

　

の
時
期
を
探
る

　
　

第
十

章
　

な
ぜ

『古
今

韻
会

挙

要
』

は
近

世
後

期

に
な

っ
て
使

わ

れ
な

　
　

　
く

な

っ
た
か

　
　

既
発

表
論

文
と

の
関

係
　

　
引

用
文

献

　

　
あ
と

が
き
　

　
索

引

　
序

章

は
新
規

執
筆

に
な

り
、

他

の
章

は
既
発

表

論
文

に
加
筆

補
正

が

な
さ

れ

た
も

の
で
あ

る
。

　
第

五
章

も
対

象
は

『法

華
経

随
音

句
」

で
あ

る

た
め

、
第

一
章

～
第

六
章

ま

で

は
、
「
中
近

世

日
本

」

の
法

華

経
字

音

学

に
お

け

る
韻

図

・
韻

書
受

容

を

取
り
上

げ

、
第
七

章
以

降

は
そ

れ

に
限
ら

な

い
韻
図

・
韻
書

受
容

史
を

問

題

と
し

て

い
る
。

　
右

に
引

用

し
た
章

立

て
か

ら
知

ら
れ

る
と

お
り

、
第

一
章

は
、
近

世
前

期

の
韻
書
受

容
を

研
究

す

る
前
段

階
と

し

て
、

心
空

『法
華

経
音

義
」

に
お
け

る
韻
書

利
用

に

つ

い
て
述

べ
、
第

二
章

か
ら

、
時

代
を

近
世

に
絞

る
。

　

第

二
章

で
は

、

日
遠
（
一
五

七

二
ー

一
六
四
二

)

『法

華
経
隨

音

句
』

に
お

け

る

『古

今
韻

会
挙

要
』
の
優

先
的

引

用
実
態

を
示

し
、

第

三
章

で
は

、

『法
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華
経
隨

音

句
』

が

「
伝
統

的
な

法
華

経
読

調
音

」
を
改

変

し
た
理

由

に

つ

い

て
、
考
察

を
加

え

る
。

　
第

四
章

は
、

『
法
華

経
隨

音

句

』

に
お

け

る

『韻

鏡
』

利

用

に

つ
い
て
述

べ
る
。

こ

の
章

は
、

『古

今
韻

会

挙
要

』

を
主

対
象

と

し

な

い
点

が
、
前

後

の
章

と
異

な

る
。

　
第

五
章

で

は
、

『法

華

経
隨

音

句
』

に
お
け

る
声

調

、
第

六
章

で
は

、
「
呉

音
」

「
漢
音

」

に
関

す

る
記
述
を

取

り
上
げ

る
。

　
第

七
章

・
八
章

は

、

『韻

鏡
』
を

対
象

と
す

る
。
第

七
章

で
は
、
盛

典

(
一

一
六
三
ー

一
七
四
七
)

の
著
作

に
お

け

る

『韻

鏡
』

研
究

に

つ

い
て
、
第

八

章

で

は
、

文

雄

(
一
七

〇
〇
1

一
七
六
三
)

の
著

作

編

纂

過
程

を

、

韻
書

利

用
を

通

し

て
考

察
す

る
。

　
第

九

章

・
十

章

は
、

日
本

に
お
け

る

『広

韻
』

利

用
と

関
連

し

て
、

『古

今
韻

会
挙

要
』

の
位

置
づ

け

の
変
化

と
変

化

の
理
由
を

考
察

す

る
。

　
右

の
よ

う

に
ま
と

め

る

こ
と

が
誤

っ
て

い
な

け
れ
ば

、
第

四
章

を
第

六
章

の
後

に
置

い
た

方

が
、

第
七

章

以
降

に
繋

が

り

や
す

い
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

な

お
、
凡

例

の

「
使

用

し
た

テ
キ

ス
ト
」

は
、

本
論

を
読

ま
な

く
と
も

す

べ

て
の
依
拠

本

が
特
定

で
き

る

よ
う

に
記
す

の
が

望
ま

し

い
。
ま

た
、
多

用

さ

れ

る

『法

華
経
隨

音

句
』

の
テ
キ

ス
ト

に
は
、

本
満
寺

の
複
製

本
が

用

い
ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
見
え

に
く

い
箇

所
が
多

い

の
で
、
中

田
祝
夫

編

・
勉
誠

社

の
複
製

本

(
一
九
七

一
年
)
も
参

照
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

　

以
下

、
章

の
順

に
述

べ

る
。

一
一、
各

章

の
内
容

に

つ

い
て

　
序

章

　

「
一　

日
本

に
お

け

る
韻

書
受

容

」
「
二
　

『古

今
韻

会
挙

要
』

に

つ

い
て
」

は

、
本

書
を

開

く
読

者

に

は
、
概

説

的
す

ぎ

る

よ
う

に
思

う

。
大

部
分

は
、

先
行

研

究

や
辞

典
類

の
記

述
を

ま
と

め
た

も

の
で
あ

る
。
ま

た

、
そ

の
こ
と

を

示
す

注
は

、
付

さ
れ

る
箇
所

が

遅
く
、

元
と

す

る
参

考
文

献
を

辿
り

に
く

い
。

　

「
三
　

韻

書
受

容

史

に
関

す

る
先

行
研

究

」
も

、
題

の
通
り

、
先

行
研

究

の
紹
介

で
あ

る
。

そ

の
上

で
、
中
心

資
料

と
す

る

『
古
今

韻
会

挙
要
』

の
受

容

に

つ
い
て
、
「
『
広
韻
』

な

ど

の
他

の
韻

書
と

の
関

わ
り

か
ら
論

じ
ら

れ

て

い
る
も

の
は
存

在

せ
ず

、
問

題
は
多

く
残

さ

れ

て

い
る
と

言
わ
ざ

る
を

得
な

い
。
」
と

現
在

の
研

究
状

況
を

捉
え

る
。

そ

の
上

で
、
以

下
、

『古
今
韻
会

挙

要
』

と

他

の
韻
書

・
辞
書

と

の
受

容

・
引

用

の
さ

れ
方
を

、
具

体
的

に
比
較

し

て

い
く

こ
と
と

な

る
。

　

「
四
　

本
書

の
目
的
と

内
容

」

で
、
「
見

過

ご
さ

れ
が
ち

で
あ

っ
た

『古

今

韻

会

挙
要

』

の
受

容
」

に

つ

い
て
、
「
近

世

の
特

に
前

期

に
お
け

る
漢
字

音

研

究

の

]
側

面
を

明

ら
か

に

し
よ
う

と

す

る
も

の
で
あ

る
」
、
と

本
書

の

目

的

を
明

示
す

る
。
そ

の
後
、
本

書

の
内
容

を
章

ご
と

に
自

ら
説

明
し

て

い
る

。

第

一
章

心
空

『法

華
経

音
義
』

に
お
け

る
韻
書

受

容
を

問
題

と

し
た
章

で
あ

る
。

ま
ず

、

心
空

『法
華

経
音

義
』
が

、
明
覚

『反
音

作
法

』
の
内
容

を
含
め

、
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「
相
通

説
」
「
反

切
論

」
「
声
調

論
」
「
連

声
論

」

の
記

述
を

、
承

澄

『
反
音

抄
』

か

ら
引
用

し
た

可
能

性
を
指

摘

す

る
。
な

お

、

『悉

曇
学

書
選
集

　

第
三

巻
』

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

ア
へ

か

ら
引
用

の
承

澄

『
反
音
抄

』

は

、
原
本

「当

」

(本
書

38
頁

3
行

目
)
・
「
摩

多

」

(同

39
頁
9
行
目
)
で
あ

る
。
「
炎

点

」
(
同
上

6
行
日
)
も

、

原
本

は

「
煩

悩
」
の
抄

物
書

な

の
で
、
そ
れ

が
わ

か

る
翻
刻

に

し
た
方

が
親

切

で
あ

ろ
う
。

　

心
空

『法

華

経
音

義
』

は
、

『
反

音
抄

』

を

通

し

て

『広
韻

』

も

引
用

し

て
お
り

、

『
玉
篇
』

と

共

に

字
形

の
拠

り
所

と
す

べ
き
字

書

と

し

て

い
た

こ

と

が
述

べ
ら

れ
る
。

た
だ

し

、
「
十

四
声

広
韻

奥
注

之
」

は

、
繁
本

『広

韻
』

「
弁

十

四
声
例
法

」

か
ら

の
直
接

引

用

で
あ

る
、
と

著
者

は
考

え

て

い
る
。

　
第

一
一章

　

本
章

は
、
「
日
遠

の

『法

華
経
隨

音
句

』

に

つ

い
て
、

『古

今
韻

会

挙

要
』

が

他

の
韻

書

・
韻

図
よ

り
も

優
先

的

に
利
用

さ

れ
た

理
由

に

つ
い
て
考
察

す

る
」

(序
章

)
。

日
遠

は
、

「
法

華

経

の
字

音

を

論

じ

る
と

い
う

実

用

上

の
理

由

か

ら

「韻
会

挙
要

』
を

利

用
し

た
」
、
と
す

る
。

『
韻
会
挙

要
』
が

、
『韻

鏡
』

と

比
較

し

て
、

「字

音

が
わ

か
り

や
す

」
く

、
「
字

音
と

意
味

と

の
関
係

が
述

べ
ら

れ

て
お

り
、
」

「
諸

典
籍

か

ら

の
豊

富

な
引

用

が
あ

り
便

利

で
あ

っ
た
」

の
が

そ

の
重

用

の
理
由

で
あ

る
、

と

さ

れ

る
。

『韻

会

挙
要

』
と

な

ら

ぶ
引

用

回
数

の

「
中

国

の
仏
教

書

」

に

つ

い
て
も

、
言

及
が
欲

し

か

っ
た

(第
四

章
も
同
じ
)
。

第

三
章

本

章

で

は
、

「
日
遠
が

『法
華
経
随
音
句
』
に
お
い
て

「伝
統
的
な
法
華

経
読
誦

音

」
を

改
変

し

た
理
由

」

(序
章
)
が
考

察
さ

れ

る
。

　

日
遠

が
伝

統

音
を

改

変

し
た

理
由

は

、
「
日
蓮

宗

に
属

す

る

日
遠

は
比

較

的
積

極

的

に
心

空

の
字

音
を

改

変

し
た

、
あ

る

い
は
す

る
必

要

が
あ

っ
た
」

(
78
頁

)
た

め

で
あ

る
と

述

べ
ら
れ

る
。

本
章

に
も

引

か
れ

る

日
整

(
一
五
〇

、二
　

一
五
七
八
)
な
ど

、
多

数

の
日
蓮

宗

僧

の
中

で
、

日
遠

に
至

っ
て
な

ぜ

「法
華

経
隨

音
句

』

の
音

注
が
生

じ

た

の
か
を
知

り

た

い
。

　
第

四
章

　
本

章

で
は
、

近
世

初
期

の
法

華
経

字
音

学

に

お

い
て
、

日
遠

が

『
韻
鏡

』

を

「
漢
字

音
を

図
表

で
表

わ

し
た
も

の
」

と
し

て
理
解

し
、

利
用

し

て

い
た

こ
と

を
説

く
。

　
本

章

中

、
日

遠

『
法
華

経
隨

音

句
』

で
は

、

「
中

国

の
仏

教
書

」

と

『
韻

会
挙

要
』

と

が
そ

の
引
用

の
中

心

で
あ

る
、
と

い
う

記
述

が
何

度
か

見

ら
れ

る
。
第

二
章

注

(
4
)
・
本
章

注

(
5
)
で
示
さ

れ

る
と

お
り

、
「
中

国

の
仏
教
書

」

と

し

て
ま

と

め
ら

れ
る

『法
華

経
文
句

記
箋

難
』

『法

華
経

科

注
』

『法
華

経

句
解

』

の

『法

華
経
隨

音
句

』

に

お
け

る
引

用

数

は
、
各

本

と
も

、

『古
今

韻
会

挙
要
」

の
被
引

用
数

に
拮

抗
す

る
。

本
書

の
中

心
課

題
と

は
異

な

る
も

の
の
、

『古
今

韻

会

挙
要

』

よ
り

も
多

く

、
1
2
0
回

の
引

用

が
見

ら

れ

る
と

さ

れ

る

『
法
華

経

文
句

記

箋
難

』

は
、

な

ぜ

こ

の
よ
う

に
多

用

さ

れ
た

の
か
。

機
会

を
改

め

て
、
触

れ

て
欲
し

い
。
『
法
華

経
文
句

記

箋
難
』
は

、
巻
末

に

「法

華

経
隨音

切
」

と

し

て
音

注
を

集

め
て

い
る
。

こ

れ
が

、
中

国

・
日
本

の
文

献

に
与
え

た
影

響

は
少

な
く
な

い
。
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第

五
章

　

日
遠

は

、
韻

書

と

伝

統

的
な

法

華

経
読
誦

音

の
声

調
と

が
異

な

っ
た
場

合

、

「
伝
統

的

な
法
華

経
読
誦

音

の
声

点
を

韻
書

に
合

う

よ
う

に
改

変

し
た
」

(
1
1
5

頁

「
結
語
」
)
。
た
だ

し
、
「
声

調

に

つ
い
て
も

一
部

で
伝
統

音

の
方

に
従

っ

て

い
る
場

合

が
あ

る
。
」

(同
上

)
と

い
う
ま

と

め
は

、
本

章

に
も

引
か

れ

る

高
松

政

雄

(
一
九

八
.二
b
)

で
す

で

に
述

べ
ら

れ

て

い
る
。
本

章

は
、

そ

の

内
実

を
具

体
例

で
示
し

た
も

の
で
あ

る
。

　

「
三
―

三
―

二
　

法
華

経
音

義

に
合

わ

せ

た
例

」

と

し

て
、

口
遠
が

伝

統

的

な
呉

音
声

調

を

示
す

声
点

を

加
点

し

た

例
を

挙
げ

る
。

そ
し

て
、

「
字
音

の
清

濁

は
韻
書

に
合
わ

せ

て
改

変
す

る

が
声
調

は
改

変

し
な

い
例

」
が

五
例

存

し
、

こ

の
五
例

は
、

「
清

濁
を

伝
統

音

か

ら
改

変

す

る

の
が
主

な

目
的

で

あ
り

、
声

調

ま

で
韻
書

に
合

わ
せ

る

こ
と

は
意

識

さ
れ

て

い
な

い
、
従

っ
て

こ
の
声
点

は

純
粋

に
清

濁
だ

け
を
表

わ

し
た
も

の
で
あ

る
」

と
す

る
。

し
か

し

、
清

濁
は

異
な

っ
て
も
、

伝
統

的
な

呉
音
声

調

に

一
致

す

る
声

調
を
表

示

す

る
声

点

が
加

点

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る

か

ら
、

「
純
粋

に
清

濁
だ

け
を

表

わ

し
た

も

の
」
と

は
考

え
が

た

い
。
著
者

も

そ

の
よ
う

に
考

え

る
か
ら

こ
そ

、

こ

の
項

で
論

じ

て

い
る

の
で
あ

ろ
う
。

　

第

六
章

　

『法

華
経
隨

音

句
」

の

「
呉
音

」
「
漢

音

」
注
記

を

取
り

上
げ

、
そ

の

「
枠

組

み
」
を
捉

え

よ
う
と

す

る
章

で
あ

る
。

日
遠

の

「
呉

音

」
「
漢
音

」
注
釈

を

、

声

母

・
韻

母

・
声

調

に
分

け

て
、

「
中

国

中
古

音

の
枠

組

み
」

で
整
理

し

て

あ

り

、
有

用

で
あ

る
。

　

し
か

し
、

「
中

国
中

古
音

の
枠

組

み
」

で
整

理
す

る
と

ま

と
ま

り

の
あ

る

表

に
な

る
こ
と

と
、

日
遠

に
と

っ
て
そ
れ

が

「
呉

音
」
「
漢
音

」
注
釈

の

「
枠

組

み

」

で
あ

っ
た

こ
と

と

は

異

な

る
。

結

局
、

「
日
遠

『法

華

経
隨

音

句

』

に
お
け

る

「
呉
音

」
「
漢

音
」
に
関
す

る
記

述
」
の

「枠

組

み
」
と

は
何

か
が
、

判
然

と

し
な

い
。

　

本
章

の

「結

語
」

に
は
、
次

の
よ
う

に
記
さ

れ

る
。

　
　

　

日
遠

は

『
隨
音
句

』
編

纂

に
当
た

っ
て

『韻
鏡
』
を

利
用

は
し

た
が

、

　
　

そ

れ
は

『韻
会

挙

要
』

な
ど

の
韻
書

の
補

助

に
過
ぎ

な
か

っ
た
。

そ

の

　
　

た

め

日
遠

の

「
呉

音
」

「
漢

音

」
規

定
も

、

韻
書

の
反
切

を

規
範
と

し

　
　

た

個
別

的

・
限
定

的
な
も

の
で
あ

り
、
文

雄

の
よ
う

な

『韻
鏡
』

を

利

　
　

用
し
た

全
体

的

・
体
系

的
な

規
定

で
は

な
か

っ
た

の

で
あ

る
。

ま
た

一

　
　

方

で
伝

統

音

の
改

変

を

留

保

し

た
り

、
複

数

に
分

か

れ

た
読
誦

音

を

　
　

「
呉
音

」

「漢

音
」

に
振

り
分

け
た

り
す

る
な

ど
、
首

尾

一
貫

し
て

い
な

　
　

い
実
態

も

あ

っ
た
。

　

右

の
文
章

は

、
文
雄

は

『韻
鏡

』
を

全
体

的

・
体
系

的
な

「
枠
組

み
」

と

し

た
。

し

か
し

、

日
遠

は
、

『
韻
会

挙

要
』

と

日
本

に
お
け

る
伝

統

的
な

読

誦
音

と
を

「
枠

組

み
」
と

し
た

た
め

、
「
首
尾

一
貫

し

て

い
な

い
実

態
も
あ

っ

た

」
、
と

述

べ
て

い
る
と

理

解

さ
れ

る
。

そ

の
よ
う

な

個

別

の
方
針

を

「
枠

組

み
」
と

呼
称

す

る

こ
と

は

、
読
者

を
惑

わ
せ

る

こ
と

に
な
る

か
と
思

う
。

　
第
七
章

　
本
章
で
は
、

鏡
字
子
列
位
』

盛

典

『
韻

鏡
易

解
』

「新

増

韻
鏡

易

解
大

全
』

お
よ
び

『韻

に
お
け

る

「
韻
書

利
用

の
実
態

」

が
明

ら
か

に
さ

れ
る
。
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ま
ず

、

『
韻
鏡

字
子

列
位
』

の

「
序

」

に
記
さ

れ

る
と

お
り

、

『古
今

韻

会

挙

要
』

に
基

づ

い
て
、
盛

典
が

「
字

母
」
を

定

め

て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ

る
。

そ

の
理
由

を

、

『
韻
鏡

字

子

列
位
』

が
実

用

の
書

で
あ

る
た

め
、

字

書

と

し

て
も
優

れ

て

い
る

『古

今
韻

会
挙

要
』

が
選

ば

れ
た

か
ら

で
あ

る
、

と

す

る
。

　

『韻
鏡

字

子
列
位

」
後

の
著
作

『新
増

韻
鏡

易
解

大
全
』
で
は

、
理

論

(
『韻

鏡
易
解
』
)
と

実

用

(
『韻
鏡
字
子
列
位
』
)
と

の
齟
齬

を

「
少

し

で
も

埋

め

よ

う

と

し
た

と

解
釈

で
き

る
」

と

さ
れ

る
。

そ

の
よ

う

に
解

釈

す

る
と

、

『新

増

韻
鏡

易
解

大
全
」

は
、

理
論
と

実

用
と
を

兼
ね

た
書

と

い
う

こ
と

に
な

る

の
で
あ

ろ
う

か

。
お

そ
ら

く
、

理
論
書

で
は

あ

る
け
れ

ど
も

、
と

い
う

意
味

か

と

思
わ

れ

る
。

も

う
少

し
、
説

明

が
欲

し

い
。

な

お
、

『
韻
鏡

易

解
』

の

依

拠
本

も

、
「
凡

例
」

に
記

す

べ
き

で
あ

っ
た
。

　

本
章

後
半

の
盛

典
と

文
雄

と

の
関
係

は
、

次
章

を
読

ん

で
、

よ
り
良

く

理

解

で
き

る
。

　
第

八

章

　
時

代

を
降

り

、
文
雄

の

『磨
光

韻
鏡
』

と

『磨
光

韻
鏡

字

庫
』

に
お

け

る

『古

今
韻

会
挙

要
』

利

用

に

つ
い
て
述

べ
る
章

で
あ

る
。

　

こ
こ

で
も

、
文

雄

の
著

作

、

『磨

光
韻

鏡
』

と

『
磨
光

韻

鏡
字

庫
」

と

を

比

較

し
、

著
作

意

図

・
利

用

目
的

の
相

違

か

ら
、

『
磨
光

韻

鏡
』

で
は

『広

韻
』
、

『磨
光

韻
鏡

字
庫

』

で
は

『
古
今

韻
会

挙
要
』

が
主

と

し

て
用

い
ら

れ

た

こ
と

を

、

具
体

例

を
挙

げ

て
、

説

く
。

『
磨
光

韻

鏡
字

庫
』

が

『
古
今

韻

会

挙
要
』

を

主
資

料
と

し

た

の
は
、

「
『広
韻
』

で
は
頭

子
音

や
清

濁
が

明
示

さ
れ

て

い
な

い
の

で
扱

い
に
く

い
。

そ

の
点

『韻

会
挙

要
』

な
ら

七
音
清

濁

が
明

示

さ
れ

て

い
る

の
で
、

『
韻
鏡

』

に
合

わ

せ

て
小
韻

を

配
列

し
直

す

の

は
容

易

で
あ

る
。
」

ま

た
、

「
字

義

を
知

る
字

書

と

し

て
も

使

え

る
よ

う

に
」

著

わ

さ
れ
た

書

で
あ

っ
た
た

め

で
あ

る
、
と

す

る
。
そ

の

『古
今

韻
会

挙

要
』

が
、

な
ぜ
重

用

さ
れ
な

く
な

っ
た

の
か
に

つ

い
て
は
、
次

章
以

降

で
説
明

さ

れ
る
。

　

な

お
、
本

章

の

「
結

語
」

で
も

、
前
章

同
様

、

中
世

か
ら
近

世
、

現
代

に

及

ぶ
漢

字
音

研
究

に
お

け

る

「
理

論
」
と

「
実

用

」

の
対

応

が
図
示

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
点

は

、
独

立
し

た
章

が
望
ま

れ

る
。
今

後
、

著
者

に
よ

っ
て
著

わ

さ
れ

る

こ
と
を
期

待

す

る
。

　
第

九
章

　

本
章

で
は
、

繁
本

『
広
韻

』

「
沢
存

堂

本
」

が

日
本

に
流
布

し

た
時
期

を

考
察

し

て

い
る
。

　

㎜
頁

「
繁
本

と
簡

本

に

つ

い
て
」

で
、

中
国

に
お

い
て
、
注

の
詳

し

い
繁

本

『広
韻
』
の
存

在

が
清
朝

初

め
ま

で
忘

れ
ら

れ

て

い
た

こ
と

が
紹

介

さ
れ

、

「
沢

存
堂

本

の
出

版

が

一
七

〇

四
年

で
あ

る

か
ら

、

日
遠

や
契

沖

の
頃

に
は

「広
韻

』

は
当
然

簡
本

し

か
な

か

っ
た

こ
と

に
な

る
」

と
述

べ
る

。

　

し
か

し
、
中

国

で
繁
本

『広

韻
』

が
使

用
さ

れ
な

か

っ
た

か
ら

、

日
本

で

も
参

照

さ
れ
な

か

っ
た
と

い
う

こ
と

に
は

な
ら

な

い
。

宋

・
陳
彰
年

等
撰

の

大
宋

重
修

広
韻

は
、

藤
原

信
西
撰

の
通
憲

入
道
蔵

書
目

録

に

「
宋

韻

一
部

五

帖
」

と
見

え
、
諸

書

に
引

用
さ

れ
、

現
存
本

も
存

す

る
。
ま

た
、

節

・
踊
頁

で
、

江

戸
時

代

の
書

籍

目
録

を

調

べ
、
項

目

『広

韻
』

の
注

に
、

「陳

彰

年
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力
広

韻
,
注
并

反

ヲ
去

リ
音
ト
義

訓

ヲ
少

.入
」

と

あ

る
こ
と

か
ら

、
掲
載

の

『
広

韻
』

が
簡
本

で
あ

っ
た

こ
と
を

推

測
し

て

い
る
。

そ

の
前

提
と

し

て
、
陳
彰

年

撰

の
繁
本

『広
韻

』

が
存

し

て

い
た

こ
と

に
な

る
。
ま

た
、

本
書

40
頁

で

は

、
心

空
が

繁
本

「広
韻

』
を

参

照
し

た
可
能

性
を

指
摘

し

て

い
た

。
そ

れ

に
も

か

か
わ

ら
ず

、
「
「
沢
存
堂

本
」

が

日
本

に
流
布

」
し

な
け

れ
ば

、
繁
本

「広

韻
』

が

口

本

で
利

用

さ
れ

る

こ
と

が
な

い
、

と
考

え

る

こ
と

が
評

者

に

は

理
解

で
き
な

い
。

　
右

の
点
を

除

け

ば
、

「
結

語
」

に

ま
と

め

ら
れ

て

い
る
こ
と

は

、

一
解
釈

と

し

て
成
り

立

つ
と

思

う
。

な

お
、
2
0
4
頁

『法

華

経
隨

音
句

』

の
引

用

に
、

「
解
」

字
と

返
点

の
誤

脱

が
有

る
。

　

第
十

章

　

本
章

は

、
引
用

書

・
引

用
箇
所

を
含

め

、
全
体

を
通

じ

て
前

章

と

の
重

複

が
著

し

い
。
前

章

末

に
述

べ
ら

れ
た

「
『
古
今

韻
会

挙
要

』

が
近

世
後

期

に

「
広
韻

」

に
取

っ
て
代

わ

ら

れ

て
し
ま

っ
た
理

由

」

に
、
本

章

で
新

た

に
加

え

ら

れ
た
理

由
は

、
読

み
取

る

こ
と

が

で
き

な

い
。

三
、

む
す
び

　

右

に
章

ご
と

に
見

た
と

お

り
、

本
書

序
章

で
明

記

さ
れ

た
、

『
古
今

韻

会

挙
要

』

の
、
特

に
近

世
前

期

に
お

け

る
、
受

容
実
態

を

明
ら

か
に
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
当

時

の
漢
字

音

研
究

の
あ
り

方

を
知

る
、
と

い
う

本
書

の
目

的

は
達

成

さ
れ

て

い
る
。
本

書

の
元
と

な

っ
た
論

文

に
は
無

か

っ
た
対
象

文

献

の
写

真
も

適
所

に
添

え

ら
れ

、
よ
り

わ

か
り

や
す

い
記
述

と
な

っ
て

い
る
。

　

た

だ

、
各

章

の
元

に
な

っ
た
論

文

に
存

し
た
、

『広

韻
』

『韻

鏡
」

『古
今

韻

会

挙
要

』

や

『
快
倫

音

義
』

『法

華

経
隨

音

句
』

に
関
す

る
基

本
事

項

説

明

の
記

述
重

複

が
全
体

に

目
立

つ
。

一
書

に
ま
と

め

る
に
際

し

て
、
整
理

し

て
も
差

し
支

え
な

か

っ
た
と
思

う

。

　

本
書

全

体

の
特

徴

と
し

て
、

「
中

近

世

日
本

に

お
け

る
韻

書
受

容

」

の
実

態

を
具

体
例

・
具

体
数

で
示

す
ば

か
り

で
な

く

、
そ

の
韻
書

が
重

用
さ

れ
た

理

由
を

考
察

し
た

こ
と

が
挙

げ
ら

れ

る
。

　

そ

の
理
由

の
解

釈

に
は
、
異

論
も

出

る

で
あ

ろ
う

。

　

し
か

し
、

本
書

を
き

っ
か

け

に
、

こ

の
分

野

の
研
究

が
、
事

実

の
指
摘

に

留

ま

る
こ
と

な
く

、
そ

の
理
由

の
考

察

に
及

ぶ
方
向

に
進

む

こ
と

が
、
期
待

さ

れ
る

。

(
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